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≪今回のテーマ≫ 

① ３年生の『課題研究』特集！！ 全国へ向けて挑戦！！  

  ② １年生のアドバンス講座『里山の自然』 

以上２つのラインナップでお送りします！ 
 

①  ３年生の『課題研究』特集 

今年も SSH 3 年生グループ課題研究成果発表会が 7 月 12 日（月）～8 月 31 日（火）の期間、

Web で開催されます（Classi で URL が配信されています）。今回の課題研究は 15 作品（3－6 文

系の１作品を含む）あり、どの研究も 3 年間の取り組みがわかるような動画になっています。そ

して、その中に 8 月の全国高等学校総合文化祭や生徒課題研究発表会の全国大会に参加する作品

もありますので、是非ご覧あれ！！それでは、続きは Web で！！ 
 

 
 
それではここで、８月１・２日に行われる第 45 回全国高等学校総合文化祭と、８月４・５日に

行われる生徒課題研究発表会に出場する２グループにインタビューを行いました！ 

番号 テーマ 番号 テーマ

1 化粧水の保湿力の持続 9
ゲンジボタル（南アルプス集団）の
遺伝子解析と分布域の確定

2 温め方の違いによるビタミンCの量 10 水中シャボン玉の研究Ⅳ

3 アリとバニラエッセンスの関係 11 ダイヤモンドダストの発生条件Ⅱ

4 公平な対人実験を考える 12 新幹線の先端部分における空気抵抗について

5 水流の違いにおける現象 13 静電気が溶液にあたえる影響

6 辛味成分アリルイソチオシアネートの抗菌作用 14 シャボン玉にできる虹

7 二足歩行ロボットの研究 文系 山梨のブドウ産業の持続と発展可能性

8 切り方によるプラナリアの再生速度の違い
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第 45回全国高等学校総合文化祭 8月 1日(日)・2日(月) ＠和歌山 

研究テーマ   水中シャボン玉の研究 

３年６組 加藤貴晴・尾形健斗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Q．研究の概要を教えてください。 

A．私たちは水中シャボン玉を研究しています。水中シャボン玉とは、水中

にできるシャボン玉で、膜が空気でできています。この空気膜は時間の経過

とともに薄くなっていくことがわかりました。そこで、その原因を調べ、よ

り長持ちする水中シャボン玉を作ることを目標として研究を行いました。 

Q．テーマ設定や研究のしかたについて、１・２年生

にアドバイスがあれば教えてください。 

A．グループの中で話し合い、しっかりと意見を共有し、失敗を恐れず実験

を行うことが研究の基本だと思います。テーマ設定については、自分の興味

のある分野の先行研究を調べて、それをヒントにするのもよいと思います。 
 

Q．出場に向けての意気込みを教えてください。 

A．昨年度はコロナウイルスの影響により現地で発表できなかったので、今

年は現地で発表できることに感謝し、少しでも結果が残せるように頑張りた

いと思います！ 
 



 

生徒課題研究発表会 8月 4日(水)・5日(木) ＠神戸 

研究テーマ    

３年６組 小野友暉・八木寛季・横森康

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

Q．研究の概要を教えてください。 

A．二足歩行ロボットの設計図を計算を用いて作り、コンピューターシミュレー

ション上で再現し、実際に作成しました。 
 

Q．テーマ設定や研究のしかたについて、１・２年生に 
アドバイスがあれば教えてください。 

A．後から変えることもできるので、実現可能か分からなくてもおもし

ろそうだと思うことをするといいと思います。 
 

Q．出場に向けての意気込みを教えてください。 

A．今まで発表する機会に恵まれなかったのですが、いきなり全国大会に出

るとのことで、びっくりしています。出るからには、三年間の集大成を全国

の場で存分に発表してきたいと思います。 
 



②１年生のアドバンス講座『里山の自然』 
 
１年６組は７月９日（金）にオオムラサキセンターで校外研修を行いました。感想を紹介します！ 
 

 里山は人間がしっかりと保護をし、整備をしていかなければならないものだと思った。同じ

木でも住む生物が違ったり、多様な生物の生息地として重要なものだと思う。 
 
 自分自身、生物のためを思って行動はしてこなかった。しかし、身近で絶滅しそうな生物の

手助けとなる活動をやっていると知り、そのようなボランティアに参加したいと思うような

れた。様々な生物を助けるためには小さな一歩かもしれないが、そう思えるようになれたの

が一番の変化だ。 
 

   

   
 
 
 
出場する２グループは気合十分のようです。全国大会頑張ってください！１年６組も研

修を通して学びを深められたようです。これからもたくさんの事を吸収していってほし

いですね。         （文責 ２年６組 萩原徳基・石川優咲・中山楓椛・幡野心優） 
 

次回の           は・・・ 
 ‣ 全国高等学校総合文化祭と生徒研究発表会を終えて・・・ 
 ‣  夏季休業中の SSH の行事について 
   ① 山梨大学実験研修         ② 甘利山生態調査研修 

③ 関西科学研修オンライン講義 他 
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